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目が集まっている。OECD の 2014 年の報告書である“Fostering and Measuring Skills: 
Improving Cognitive and Non-Cognitive Skills to Promote Lifetime Success”（Kautz et 
al、2014）において、非認知スキル（非認知的能力）が認知スキルとともに取りあげられ
た。さらに、OECD の 2015 年の報告書である「家庭、学校、地域社会における社会情動
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ドら（Belfield et al、2015）によっても裏付けられている。 
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 （４）ペリー就学前プロジェクトとは、1962 年から 1967 年の間、アメリカミシガン州
において貧困層のアフリカ系アメリカ人 58 世帯に行われた幼児教育プログラム
のことである。被験者を、就学前教育を施すグループと施さないグループに分け、
前者の子ども（3、4 歳児）には毎日、午前中 2 時間半の授業を実施するとともに、
週 1 回の家庭訪問を行い、90 分間、保護者を指導した。このプロジェクトにおけ
る就学前教育の内容は、子どもの自発性を重視する活動を中心に、非認知的特質
（非認知的能力のこと）を育てることに重点を置いていた。 
 （５）アベセダリアンプロジェクトとは、ノースカロライナ大学が 1972 年から 1977
年の間、リスク指数の高い家庭（アフリカ系アメリカ人が 98%）の子ども 111 人
を対象に行った幼児教育プログラムである。被験者を、介入を行うグループと介
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